
 

 

 

 

 

 ● ２学期を振り返り、冬休み・３学期にいかそう   

今年も残すところ１０日です。本当に月日のたつのは早いものです。長いと思っ

ていた２学期も明日の終業式で終わりです。みなさんにとってどんな２学期でし

たか？ ９月の始業式では、「チャレンジする２学期にしましょう」と話をしまし

た。２学期を振り返って、どれくらいチャレンジしましたか？ 学習面でのチャ

レンジはどうでしたか？ 体育祭や文化祭など行事への取組においてチャレンジ

しましたか？ 係の仕事やお家での役割を果たす中でチャレンジしましたか？ 

人間関係を広げたり、深めたりするなどチャレンジしましたか？ うまくいった

こともあれば、目標に届かなかったこともあるでしょう。全力を出し切れたと自

信を持って言える場面もあれば、もっとやればよかったなぁと反省する場面もあ

るでしょう。 

大事なのは、「これから」です。２学期の振り返りを、冬休みや３学期の生活や取組にいかすことです。どの

ようにいかしていくか、自分が今からするべきことを文章化しておきましょう。特に３年生のみなさんは、受

験校も決まり、目標達成に向けて、コツコツと積み上げていく日々です。来年の４月の自分の姿をイメージし、

今やるべきことに丁寧に取り組んでいきましょう。 

● ２年生 ２ｎｄ カルチャー・フェスティバル（学年合唱集会）  

１０月末の文化祭の前後にインフルエンザが流行しました。そのため、

文化祭当日は、体調が悪かったり、出席停止期間のため参加できなかった

人がいました。また、２年３組は学級閉鎖のため文化祭に参加できません

でした。そこで、２年生の学級委員会の呼びかけで、「２ｎｄカルフェス」

を開催しました。２年生の２回目の文化祭です。期末テストや職場体験学

習があったため、文化祭前のように準備期間は長くはありませんでした

が、各クラスが集中して練習に取り組みました。１２月１２日の当日は、

明るい表情で歌っている姿が印象的でした。「みんなと一緒に１つのこと

に取り組める楽しさ」「練習してきたものを発表する機会があることへの感謝」等が、曲を通して伝わってきま

した。仲間を思う気持ちが「２ｎｄカルフェス」という形となった今回の企画。まさに「ピンチはチャンスに

変えられる」です。１時間という短い時間でしたが、２年生全員で創り出した温かいステキな時間でした。        
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● 美術部の３年生、伊藤美結さんと望月茉奈さんが「第１１回ミツバチの一枚画コンクール」に作品を出

品しました。コンクールの発展に寄与したとして学校に感謝状が届きました。 

● 男子テニス部が、第２２回東海中学生新人テニス大会で準優勝しました。その結果、３月２８日から香

川県で行われる、第１２回全国選抜中学校テニス大会への出場が決まりました。 

● ３年生の天野幸秀さんは、リヴェール三重という水球チームに所属し、活動を続けています。先日行わ

れたＪＯＣジュニアオリンピックカップ三重県大会で優勝しました。全国大会出場を目指し１月２０日か

ら行われる東海大会に出場します。 

● ２年生の藤田陽菜さんは、チームグレースに所属し、バトンの練習を続けています。東海予選を勝ち抜

き、１２月１０日に行われた「第５１回バトントワーリング全国大会」に出場し、７位に入賞しました。 



● １年生が校区の小学６年生と共に、人権について考えました  

１２月５日（火）の午後、１年生と海蔵小学校および大谷台小学校の

６年生、約４００人で人権フォーラムを行いました。１年生が大谷台小

学校と海蔵小学校に分かれて訪問し、小学６年生と中学１年生が混じっ

た５～６人の小グループに分かれました。そのグループで１枚の絵を見

ながら、人権の視点から気になるところを出し合い、解決していくには

どうしたらよいか、意見を出し合いました。 

昨年は小学６年生として参加しましたが、今年は中学生の先輩としてグループでの話し合いをリードする立

場での参加でした。緊張しながらも、その役割を果たそうとする姿が頼もしくみえました。 
 

● A Smooth Sea Never Made A Skillful Sailor.  

上は英語のことわざです。日本語訳は「穏やかな海は、良い船乗りを育てない」です。言い換えると「荒れた

嵐の海を経験してこそ、腕の良い船乗りになれる」ということです。そこから、「苦労や大変なことを乗り越え

て、人は成長する」という意味になります。３年生のみなさんは、これから自分の進む道を決めていくことにな

ります。不安になったり、焦ったりすることもあると思います。でも、そんな苦労や努力を続ける中で得られる

ものは、みなさんを大きく成長させてくれます。大変な日々が続くかもしれませんが、みなさんの成長には欠か

せない日々になります。ぜひ、みんなで励まし合い、声を掛け合って、嵐を越えていきましょう。 
   

 

 

【保護者のみなさまへ】 猛暑や感染症の流行に気をもんだ２学期でしたが、明日、無事に２学期の終業

式を迎えられそうです。地域の方々、保護者のみなさまのご理解、ご協力に感謝申し上げます。本当に

ありがとうございました。３学期もよろしくお願いいたします。 

● 冬休み中、学校の電話がつながる日時は、１２月２５日（月）～２７日（水）１月５日（金）の 

８：３０～１７：００です。１２月２８日（木）～１月４日（木）は学校閉校日となるため、電話はつな

がりません。また、土日も電話はつながりません。（感染症の連絡は必要ありません。） 

● 冬休み中は、子ども同士で出かける機会が増えます。また、１２月は交通事故が増える時期とも言わ

れています。「自転車は左側通行」「歩道を走るときは歩行者優先」「交差点では一旦停止し、左右の確認

をしてから渡る」「ヘルメットをかぶる」など、事故にあわない、事故を起こさないよう、お子さんの安

全意識を高めていただくよう、お声掛けをお願いします。 

● 冬休みはクリスマスやお正月など、楽しい行事が多く、生活リズムが崩れたり、開放的になったりし

やすい時期です。また、ＳＮＳに接する機会も増えると思われます。自分自身をきちんとコントロール

し、責任のある行動ができるよう、お声掛けをお願いします。 

最近うれしかったこと３つ。  「言葉は人を元気づける」ことを実感しました。 

● １１月末にコロナに感染し、しばらくお休みをいただきました。仕事に復帰してからも咳が続いたた

め、マスクをして廊下を歩いていたところ、「校長先生、風邪ですか？」と３年生が声をかけてくれまし

た。「実はコロナにかかってね‥」と話すと、「だからしばらく見なかったんですね。お大事にしてくださ

い」と返してくれました。やさしい言葉にとてもうれしくなりました。 

● 地域の方から電話をいただきました。「雨の日の朝、ゴミ出しをしていたら、中学生の女の子が『お手

伝いしましょうか？』と声をかけてくれました。制服が汚れてもいけないと思い、断りましたが、とても

うれしかったです。ありがとうと伝えてください。」との内容です。とってもステキな光景ですね。 

● 授業参観にみえた教育委員会の方が、「前のめりになって先生の話を聞き、一生懸命考えている姿に感

心しました。普段から良い雰囲気の中で授業が行われていることが伝わってきました。」と、感想を話し

てくれました。みなさんの姿が評価され、とてもうれしい気持ちになりました。 

【生徒のみなさんへ】冬休み中、困ったことがあれば、誰かに相談しましょう。１２月２１日の学校ＨＰ

に、「相談窓口一覧」を掲載しました。このページも困ったときの選択肢の１つとしてください。 


